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論　文
減災・縮災および災害の被害を決める災害文明と災害文化の葛藤

　2018年は当県を含む全国各地で発生した豪雨、地震、台風等の度重なる自然災害の発生によって甚大な被害が発生

し、地域における防災及び減災対策の見直しを行うきっかけになった年であったかと思われます。また、今後発生する

確率の高い「南海トラフ巨大地震」の被害が「東日本大震災」の被害の再来とならないためにも、地域住民一人一人が

防災及び減災対策の必要性を認識し、対策強化への取組みを行うことが必要です。

　最近の自然災害では、皆さんが想定している以上の災害が発生しています。想定外の災害が発生するとの意識改革を

行い、自分の命は自分で守るという「自助」の精神で地域住民各自が防災及び減災に努めること、及び自分たちの地域

は自分たちで守るという「共助」の精神で一人一人が命の尊さを認識することが求められています。

　「南海トラフ巨大地震」は、広域での地震災害及び津波災害が発生すると想定されています。ある大学教授の津波災

害に対する取組みの言葉を引用すると、『巨大津波災害への取組みについては、二つの大切なことがあります。一つは

「津波から逃げ切る」こと。迅速な避難を一人一人が徹底して実践することが重要です。もう一つは、「津波災害を乗り

越えて生き抜く」こと。そして津波災害から生き延びるための知恵を後世に伝えてください。あなた自身の命、あなた

の大切な人の命、次の世代の子供たちの命を守るために。』と取組みについて皆さんに提言しています。

　本号は特集テーマ「地域における防災・減災対策の強化」とし、自然災害における防災及び減災対策、災害発生時の

対策について様々な分野でご活躍されている方々からご寄稿頂いております。どの提言も今後発生しうる自然災害に対

する取組みの強化の重要性、また企業に対しては事業継続計画（BCP）の作成及び企業内訓練の実施の必要性につい

て提言を頂いており、本誌がきっかけとなって、地域住民や企業の自然災害に対する意識改革、地域における防災・減

災の取組みや災害発生時の対策強化の一助となることを期待しています。
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